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(57)【要約】
　本発明にしたがった自動車（２）では、ウインドシー
ルド（４）の左右両側端部（８）とこれらに隣接するそ
れぞれのＡピラー（１０）との間に、ギャップ状の開口
部（２０）が一つずつ設けられ、自動車の走行時には空
気（３０）がこれを通り流れるようになっている。それ
により、自動車の側部領域に形成され多大な損失を伴う
渦流を低減する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右両側端部に車体ピラーが備えられたウインドシールドを有する自動車において、ウ
インドシールド（４）の少なくとも一方の側端部（８）と、これに隣接する車体ピラー（
１０）との間に、長く延伸された開口部（２０）を設けることを特徴とする、自動車。
【請求項２】
　前記開口部（２０）が前記車体ピラー（１０）の下端部から前記車体ピラー（１０）の
上下方向の長さの約半分のところまで達することを特徴とする、請求項１に記載の自動車
。
【請求項３】
　前記車体ピラー（１０）が一種の翼型のような断面（４０）を有することを特徴とする
、請求項１または２に記載の自動車。
【請求項４】
　前記車体ピラー（１０）の前記断面（４０）がその上下方向の長さに沿って変化するこ
とを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の自動車。
【請求項５】
　前記翼型の翼弦線（４２）が自動車（２）の横方向（Ｙ）および／または水平面に対し
て成す角度（α）が、前記車体ピラー（１０）の上下方向の長さに沿って変化することを
特徴とする、請求項３または４に記載の自動車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、左右両側端部に車体ピラーが備えられたウインドシールド（風防ガラス）を
有する自動車両（広義の自動車、モータビークル）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　そのような自動車は広く一般に知られており、ウエストラインよりも上方の窓ガラスで
囲まれた車室領域である所謂「グリーンハウス」を形成する複数の車体ピラーを有してい
る。公知の自動車では、走行中に以下ではＡピラーとも呼ぶ前側の車体ピラーの領域に、
流れの向きが変わることによる流れの剥離を生じている。その結果として出現する「Ａピ
ラー周りの渦流」とも呼ばれる剥離域の出現態様は、ウインドシールドの傾斜角および／
または反りに応じて千差万別である。ウインドシールドの水平面に対する傾斜角が大きい
程、および／またはウインドシールドの反りが小さい程、剥離域は増大する。この剥離域
に起因して、渦核部の負圧が高い渦流が発生し、それによりグリーンハウス領域にかなり
の流れ損失を生じるが、その結果、自動車の空気抵抗係数Ｃｄ値およびリヤアクスルの揚
力が増大する。渦流は主にＡピラーの下側および中央の領域に、すなわち通常はアウトサ
イドミラーが取り付けられる領域に発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、この種の自動車の空力特性を改善することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題は、請求項１の各特徴を具備した自動車により解決される。
　本発明の核心となる考え方は、自動車のウインドシールドの左右両側端部の少なくとも
一方を貫いて流れる「貫流」を、ウインドシールドと車体ピラーとの間に開口部を設ける
ことにより実現することにある。この開口部により、自動車の走行時に発生する流れ（「
走行風」）の流路が形成される。それによりこの流れが、グリーンハウスに密着した車体
周りの流れに定義された形で戻されるようにしている。したがって自動車の側部領域の剥
離域は、Ａピラーに設けられた開口部を通過するこの貫流により低減されることになる。
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それによりＡピラー周りに発生する渦流が弱められることによって、自動車のＣｄ値が低
減されるとともに、リヤアクスルの揚力が最小限化されるようにしている。ほかにもＡピ
ラーの領域に配置されるアウトサイドミラー周りの流れが改善されることになる。
【０００５】
　自動車の車体周りを流れる空気を、リヤガラスの左右両側端部と「Ｃピラー」とも呼ば
れる後側の車体ピラーとの間に導くことが、確かに広く一般に知られてはいる。これは例
えばフェラーリ５９９ＧＴＢやフォードのコンセプトカー・イオシス・マックス（Ｉｏｓ
ｉｓ　Ｍａｘ）といった車両で実現されている。しかしながらこれらの公知の自動車では
、このＣピラーの機能が、自動車のリヤ領域に可能な限り長く密着する流れを達成するこ
とで、リヤガラス領域の止水域のサイズが低減されるように、流れをリヤガラスおよび／
またはリヤドアもしくはトランクルームリッドに向かって導くようになっているスポイラ
要素としての機能だけに限られている。したがってこれらの公知の自動車は、本発明にし
たがった解決策に関して、何ら示唆を与え得るものではない。
【０００６】
　この開口部は、Ａピラーが描く線に沿って比較的細長く延伸して、すなわち一種のスリ
ットまたはギャップの形状に構成されている。ウインドシールドの右側の側端部にも、ま
た左側の側端部にも、開口部が一つずつ設けられることが好ましい。しかし当然ながら車
体の片側だけに開口部が設けられるようにしてもよい。
【０００７】
　この開口部の大きさは、Ａピラーの上下方向の長さに沿って一定不変であるとよい。し
かし開口部の幅は、上にいく程減少することが好ましく、それにより、上にいく程狭くな
る一種のダクトのような、流れる空気がくぐり込める通路が得られることになる。当然な
がら開口部の幅は、Ａピラーが描く線に沿ってそれとは異なる方式で変化してもかまわな
い。
　この開口部は、好適にはＡピラーの下端部である、いわゆるＡピラー根元を始端として
、上に向かって好ましくはＡピラーの上下方向の長さのほぼ中央まで達するようになって
いるが、というのもこの領域においては、車体周りの気流に非常に激しい渦流が発生する
からである。もっとも開口部は、そこからさらに上に向かって延びていてもかまわない。
【０００８】
　このダクト状の開口部は、Ａピラー根元から上に向かって連続的に延びることが好まし
い。当然ながら気流がくぐり込める通路は、例えばＡピラーの剛性を高めるために、ウイ
ンドシールドの側端部とＡピラーとの間に一つまたは複数のクロスウェブを備えることに
よって、二つまたはそれ以上の互いに隣接する開口部により実現されたものであってもよ
い。これらのクロスウェブは、例えばウインドシールドに接着されるか、またはウインド
シールドに設けた複数の通し穴を利用してウインドシールドにボルト締結されたものであ
るとよい。
【０００９】
　Ａピラーは、翼型に構成されることが好ましい。翼型の場合は前縁に負圧域（「サクシ
ョンピーク」）が形成されるが、この負圧域により進行方向とは逆向きの力が発生され、
それに伴い自動車の空気抵抗が全体としては低減されることになる。
【００１０】
　Ａピラーは、閉じた断面を持つ中空異形体として構成されることが好ましい。特に支持
機能（後述の説明を参照）を一切受け持たないようなＡピラーについては、もっともその
ようなＡピラーだけに限定される訳ではないのだが、断面輪郭形状に開口部を持つ異形体
をウインドシールドに接続させてもかまわない。
【００１１】
　Ａピラーの断面形状および／または断面積の大きさは、Ａピラーが描く線に沿って一定
不変であっても、Ａピラーに沿って変化していてもかまわない。Ａピラーの断面が翼型で
ある場合は、自動車の横方向および／または水平面に対する翼型の翼弦線の傾斜角が、Ａ
ピラーの上下方向の長さに沿って一定不変であっても変化していてもかまわない。この角
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度が変化する場合は、それ自体がねじれているＡピラーが達成されることになる。
【００１２】
　Ａピラーの幾何形状の設計を通じて、当該自動車のその時々の流れのトポロジーに対す
る適合化を行うことができる。Ａピラーの幾何学的レイアウトは、測定結果（風洞、試走
）または数的シミュレーション結果に基づいて行われる。
【００１３】
　「Ａピラー」という概念のもとには、本発明との関係では、ウインドシールドの左右両
側端部に連続しているありとあらゆる装置が含まれると解釈される。したがって支持機能
を一切受け持たないような要素についても、本発明に包摂されることになる。そのような
要素は、例えばスポイラの特性を持たせたボディパネル・パーツ（「レイヤー」）として
構成されている。これらのパーツは、支持機能を一切受け持たないために、自動車のフロ
ントフードやルーフへの連結作業も不要である。当然ながらそのような非支持要素が取り
付けられる自動車では、別の支持要素が備えられなければならない。その代わりに備えら
れることになるこの支持要素は、例えばツーリングワゴン・スポーツパッケージから知ら
れるような、いわゆる「ケージフレーム」から成るとよい。このケージフレームでは、構
成部品の一つがウインドシールドの裏側に配置されて、自動車の車体フロアに固定接続さ
れている。それによりウインドシールドは走行風により生じる力だけを支持することにな
るが、そのためにはウインドシールドの形状および板厚を必要に応じて適宜変更すること
が要求される。その代案として、非支持要素の代わりに備えられる支持要素を、例えばウ
インドシールドの左右両側端部を覆い隠す、車外からは見えないか、または一見しただけ
ではそれと分からないピラーの形状に構成することもできる。
【００１４】
　有利な構成形態は、従属請求項の対象となっている。
　本発明の可能性のある実施形態の一例が図面に示されているが、以下ではこれについて
詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明にしたがった自動車の前面図である。
【図２】図１に示される自動車の切片の見取り図である。
【図３】図１に示される自動車のＡピラー領域の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１から３には、全体を符号２で示す自動車が示されるが、そのフロントフード６から
連続しているウインドシールド４は、自動車２のほぼ全幅にわたり延びている。ウインド
シールド４の左右両側端部８に隣接してＡピラー１０が一つずつ配置されている。ウイン
ドシールド４の上側にはルーフ１２が連続している。
【００１７】
　本発明によれば、ウインドシールド４の左右両側端部８とそれぞれのＡピラー１０との
間に開口部２０が一つずつ設けられている。この開口部２０は、Ａピラー１０の下端部か
らＡピラー１０の上下方向の長さのほぼ半分のところまで達しているスリット状のギャッ
プとして構成されている。
【００１８】
　自動車２の走行中に空気はこの開口部２０を通過することができる。開口部２０を通り
流れる空気は、矢印３０で表される。Ａピラー１０周りの車体外側を通る空気は、図３に
矢印３２により示されている。
【００１９】
　図３にはＡピラー１０の断面４０が破線で示されている。わけなく確認することができ
るように、この断面４０はＡピラー１０の上下方向の長さに沿って変化している。図示の
実施例に相違して、断面４０の形状および配向はＡピラー１０に沿って変化していてもよ
い。断面４０の配向は、翼型の翼弦線４２により描かれている（車両横方向Ｙに対する角
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てもかまわない。
【００２０】
　以上を要約して次のように本発明を記述することができる。本発明にしたがった自動車
２では、ウインドシールド４の左右両側端部８とそれに隣接するそれぞれのＡピラー１０
との間に、スリット状の開口部２０が一つずつ設けられ、自動車２の走行時にはこれを通
り空気３０が流れるようになっている。それにより、自動車２の側部領域に形成される多
大な損失を伴う渦流が低減されるようにしている。
【符号の説明】
【００２１】
　２　自動車
　４　ウインドシールド
　６　フロントフード
　８　側端部
１０　Ａピラー
１２　ルーフ
２０　開口部
３０　空気
３２　空気
４０　断面
４２　翼弦線
Ｙ　横方向
α　角度

【図１】

【図２】

【図３】
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【国際調査報告】
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